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春
に
骨
は
最
も
脆
く
な
る

人
知
は
す
べ
て
に
優
り
、
人
は
過

ち
を
犯
さ
な
い
と
考
え
て
い
る
と
し

か
思
え
な
い
知
識
人
と
称
す
る
人
が
、

も

っ
と
も
ら
し
い
顔
で
、
春
か
ら
夏

は
紫
外
線
が
強
い
の
で
昼
間
の
外
出

は
控
え
る
よ
う
に
と
言
い
始
め
ま
す
。

し
か
し
春
に
紫
外
線
が
強
ま
る

の
は

身
体
機
能
を
健
全
に
す
る
自
然
の
恵

み
で
す
。

確
か
に
わ
が
国

の
陽
光
の
紫
外
線

量
に
は
明
ら
か
な
季
節
変
動
が
あ
り
、

秋
か
ら
冬
は
春
か
ら
夏

の
四
分
の

一

か
ら
五
分
の

一
し
か
な
く
、
そ
の
結

果
、
春
は
年
間
を
通
し
て
ビ
タ
ミ

ン

Ｄ
は
最
も
欠
乏
し
、
そ
の
た
め
骨
は

最
も
脆
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ
欠
乏
状
態
は
春
の
陽
光
を

浴
び
れ
ば
、
紫
外
線

の
作
用
で
解
消

さ
れ
ま
す
の
で
、
脆
く
な

っ
た
骨
が

丈
大
に
な
る
の
で
す
。

人
々
は
す
べ
て
を
生
き
返
ら
せ
る

春
の
陽
光
に
、
当
世
風
の
知
識
人
な

ど
及
び
も

つ
か
ぬ
力
が
あ
る
こ
と
を

本
能
的
に
感
じ
取
り
、
陽
光

の
恵
み

を

一
杯
に
受
け
て
喜
々
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
わ
が
国

の
気
象
環
境
が
、
日
本
人
の
健
康
寿

命
を
世
界

一
に
し
た

一
因
で
あ
り
、

収
促
進
、
骨
吸
収
抑
制

。
骨
形
成
促

進
作
用
は
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
ビ

タ
ミ

ン
Ｄ
は
地
上
で
取
れ
る
食
品
に

は
な
く
、
紫
外
線
に
よ
る
皮
膚
で
の

生
成
を
除
く
と
、
魚
か
ら
し
か
摂
れ

さ
れ
た
基
準
は
な
く
、
日
本
と
欧
米

で
も
大
き
く
異
な

っ
て
い
ま
す
。
日

本

の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
所
要
量
は
、
く
る

病
を
起
こ
さ
な
い

一
日
‐００
Ｉ
Ｕ

（第

６
次
改
定
日
本
人

の
栄
養
所
要
量
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
欧
米
で
は
軽

症

の
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
欠
乏
症
に
よ
る
骨

粗
霧
症
を
考
慮
し
て
、　
一
日
４００
～
８００

Ｉ
Ｕ
は
必
要
で
あ
り
、
高
齢
者
は
こ

れ
で
も
足
り
な
い
と
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
軽
症
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
症
が

副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

（Ｐ
Ｔ
Ｈ
）

の

分
泌
克
進
、
す
な
わ
ち
二
次
性
副
甲

状

腺

機

能

克

進

症

を

招

き

、

骨

粗

霧

症

の

原

因

に

な

る

と

考

え

る

か

ら

で

す

。

特

に

高

齢

者

の

ビ

タ

ミ

ン

Ｄ

欠

乏

症

の
頻

度

は

従

来

考

え

ら

れ

て
い
た
以
上
に
高
い
と
さ
れ
、
所
要

量
を
再
評
価
す
べ
き
と
の
意
見
が
強

ま

っ
て
い
ま
す
。
因
み
に
付
け
加
え

れ
ば
、
欧
米
人
の
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取

量
は
日
本
人
と
の
食
習
慣

の
違
い
か

ら
不
足
す
る
人
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
と
を
忘
れ
て
自
然
環
境
を
否
定
す

る
か
の
如
き
言
動
に
正
当
性
は
あ
る

で
し
ょ
う
か
。
仮
に
是
非
を
論
じ
る

な
ら
、
人
が
利
便
性
を
求
め
て
創

っ

た
人

工
環
境
で
す
。
紫
外
線
と
の
関

連
で
は
オ
ブ
ン
層
を
破
壊
し
た
フ
ロ
ン

で
す
。
し
か
し
絶
対
に
忘
れ
て
な
ら
な

い
こ
と
は
、
紫
外
線
に
よ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
の
生
成
は
人
知
を
超
え
た
自
然
の

ル
ー
ル
で
あ
り
、
無
視
す
る
こ
と
は
百

害
あ

っ
て

一
利
も
な
い
こ
と
で
す
。

現
在
、
日
本
で
最
も
多
く
使
わ
れ

て
い
る
骨
粗
霧
症
治
療
薬
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
で
、
医
師
は
日
光
浴
の
替
わ
り

に
投
与
し
ま
す
が
、
重
篤
な
副
作
用

に
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
を
招
来
す
る

ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
過
剰
症
が
あ
り
、
必
要

量
を
確
実
に
与
え
る

こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
う
ま
で
も
な
く

魚
で
必
要
量
を
摂
る
こ
と
も
困
難
で

す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
所
要
量
に
学
問
的

に
は
未
解
決
な
点
が
あ
る
と
し
て
も
、

今
す
ぐ
出
来
る
骨
粗
霧
症
の
予
防
対

策
は
、
充
分
に
紫
外
線
を
浴
び
て
必

要
に
し
て
充
分
な
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
確

保
す
る

こ
と
で
す
。
紫
外
線
は
ど
ん

な
に
浴
び
て
も
必
要
量
以
上
の
ビ
タ

ミ

ン
Ｄ
は
生
成
せ
ず
過
剰
症
は
起
こ

し
ま
せ
ん
。
こ
の

一
事
を
と

っ
て
も
、

自
然
が
定
め
た
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と

の
優
位
性
は
明
ら
か
で
す
。

こ
れ
を
忌
避
す
る
よ
う
に
勧
め
る
の

は
、
健
康
を
ド
ブ
に
捨
て
ろ
と
言

っ

て
い
る
の
に
等
し
い
の
で
す
。

骨
粗
霧
症
を
予
防
す
る

ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
所
要
量

骨
粗
霧
症
は
、
殊
に
中
高
年
女
性

を
中
心
に
、
今
や
国
民
病
と
言

っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
骨

粗
霧
症
を
予
防
す
る
上
で
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
の
腸
管
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸

ま
ん
。
そ
こ
で
闇
雲
に
紫
外
線
の
害

を
強
調
し
た
い
人

の
中
に
は
、
顔
と

手
に
１０
分
も
浴
び
れ
ば
十
分
と
言
う

人
が
い
ま
す
。
ま
た
魚
で
摂
れ
る
か

ら
母
乳
し
か
飲
め
な
い
乳
児
の
日
光

浴
は
必
要
な
い
と
正
気
と
は
思
え
な

い
こ
と
を
言
う
人
も
い
ま
す
。

し
か
し
骨
粗
霧
症
を
予
防
す
る
に

は
、
こ
の
よ
う
な
戯
言
に
惑
わ
さ
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
実
は
ビ
タ
ミ

ン

Ｄ
所
要
量
に
つ
い
て
世
界
的
に
統

一
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症

主

例 :431歳、 7ズ′1生 .

訴 :両 側 の足 に認 め る しび れ 感 と

異常 感覚。

起 始 。経 過 :10年前 に糖 尿 病 と診 断 さ

れ 、 以 来 、 食 事 療 法 と運 動 療

法 に 加 え て イ ンス リ ンを 使 用

して お り、 合 併 症 に 、 糖 尿 病

性 網 膜 症 を 認 め る 。 約 1年前
か ら、 両 足 に しび れ 感 を 自覚

す る よ う に な った た め 、 光 線

治療 を受 ける 目的で来 院。

治  療 :①側 臥位 にて 30分 、 4灯 照 射 。
月夏音6(BD)、 月要音Б (BD)、 月黍
か ら下腿  (AB)、 足裏  (AB)。

② 仰 臥位 にて 20分、 4灯 照 射 。
左 右 の膝 か ら下 腿 (BD)、 左

有 の足音Б (BD)。

経  過 :当 初 、 光 線 治 療 直 後 に は、 し
び れ 感 は一 時 改善 す る も の の 、

効 果 が 持 続 しな か った が 、 週

に 3回 の ペ ー ス で 治 療 を 続 け
た と ころ 、 半 年 経 過 した 頃 か

ら、 しび れ 感 は軽 くな って き

た 。 ま だ 症 状 は残 存 して い る

が 、 自宅 で の 治 療 を 並 行 して

行 い 、 症 状 は徐 々 に和 ら いで

きて いる。

病
気
の
解
説

糖
尿
病

の
合
併
症
の
な
か
で
最
も

発
生
頻
度
が
高
く
、
ケ
ア
ー
が
難
し

い
の
が
神
経
障
害
で
す
。
同
じ
三
大

合
併
症
で
あ
る
網
膜
症
や
腎
症
に
比

べ
、
な
お
ざ
り
に
さ
れ
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
神
経
障
害
は
感
覚
鈍
麻

や
自
律
神
経
障
害
を
引
き
起
こ
し
、

生
活
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
た
め
、

注
意
が
必
要
な
合
併
症
で
す
。
現
在
、

糖
尿
病
性
神
経
障
害
は
、
「
糖
尿
病

患
者
に
み
ら
れ
る
末
梢
神
経
障
害
で
、

糖
尿
病
以
外
の
原
因
に
よ
る
も

の
を

除
く
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
糖
尿

病
以
外

の
原
因
と
い
う
規
定
が
曖
昧

な

こ
と
も
あ

っ
て
、
脊
椎
症
と
の
鑑

別
な
ど
、
必
ず
し
も
容
易
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
ま
た
発
生
頻
度
は
、
疫
学

的
な
検
討
か
ら
、
約
３０
％
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
１
型
糖
尿
一病
で
は
、
Ｉ

％
、
２
型
糖
尿
病
で
は
■
％
と
、
若

千
２
型
糖
尿
病
に
多
い
よ
う
で
す
ｃ

さ
ら
に
神
経
障
害
は
、
加
齢
に
伴
い

増
加
し
、
罹
病
期
間
に
相
関
し
て
上

昇
す
る
傾
向
が
示
さ
れ
て
お
り
、
糖

尿
病

の
罹
病
期
間
が
５
年
未
満
の
患

者
で
は
■
％
で
す
が
、
５
年
以
上
で

は
■
％
に
も

の
ぼ
る
と
さ
れ

て
い
ま

す

）^
た
だ
、
糖
尿
病
性
神
経
障
害
の

発
生
か
ら
経
過
に
到
る
ま
で
の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
罹
病
期
間
と
と
も
に

増
加
す
る

こ
と
、
高
血
糖

の
状
態
に

従
い
増
加
す
る

こ
と
な
ど
の
点
以
外

は
ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の

が
実
情
で
す
。

現
在
、
神
経
障
害
は
、
遠
位
性
対

称
性

（多
発
）

ニ
ュ
ー

ロ
パ
チ
ー
、

自
律
神
経
障
害
、
単
神
経
障
害

の
三

つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
障
害

さ
れ
た
神
経
に
よ

っ
て
多
様
な
病
態

を

呈
し
、

引
き
起

こ
す
症
状

も
様

々
で
す
。
そ
の
中
で
、
遠
位
性
対
称

性

ニ

ュ
ー

ロ
パ

チ

ー

に
よ
る

グ

ロ

ー
ブ

・
ス
ト

ッ
キ

ン
グ
型

の
手
足
の

し
び
れ
は
、
多
く
の
患
者
に
見
ら
れ

る

特

徴

的
な
症
状

で
す

が
、

こ

の

他
、
立
ち
く
ら
み
や
失
神
を
起
こ
す

起
立
性
低
血
圧
、
悪
心
や
嘔
吐
を
訴

え
る
胃
ア
ト

ニ
ー
な
ど
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
性
下
痢
は

水
溶
性
で
頻
回
、
夜
間
睡
眠
中

の
便

失
禁
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
糖
尿
病
性

膀
脱
で
は
、
尿
意

の
低
下
と
膀
脱

の

反
射
性
収
縮
力
低
下
を
認
め
、
下
腹

部
膨
隆
、
排
尿
困
難
、
尿
閉
な
ど
が

見
ら
れ
ま
す
。

病
気
と
光
線
療
法

光
線
療
法
は
糖
尿
病
の
血
糖

コ
ン

ト

ロ
ー
ル
を
良
好
に
す
る
作
用
以
外

に
、
末
梢
神
経
の
再
生
を
促
し
、
刺

激
伝
導
速
度
を
改
善
す
る
作
用
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
手
足
の
し
び

れ
を
緩
和
す
る
効
果
や
、
自
律
神
経

機
能
を
高
め
て
、
内
臓

の
働
き
を
調

節
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
胃
ア
ト

ニ
ー

や
糖
尿
病
性
下
痢
、
糖
尿
病
性
膀
洸

な
ど
を
改
善
す
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
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第
九
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

第
九
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師
養

成
講
座
を
、
七
月
に
東
京
に
て
開
講

し
ま
す
。
光
線
治
療
院
の
開
業
を
検

7月 8日 (木)09日 (金)・ 10日 (土)

医学総論・関係法規
サナモア光線療法の基礎と生物学的作用
光線治療器のメンテナンス法
ルーフ式 0マルチアーク療法の実践
開院のための準備

討
さ
れ
て
い
る
方
や
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
お
考

え
の
方
は
、
是
非
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

（〇
三
―
五

七
五
九
―

三
七

一
〇
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
ｃ

第
十
六
回

「光
と
熱
研
究
会
」
の

お
知
ら
せ

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非

ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

一
四
月
十

日
（土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

一
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

テ
ー
マ

一
脳
血
管
障
害

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
光
線
治
療

院
を
開
業
さ
れ
御
活
躍
中
の
先
生
方

や
、
光
線
治
療
師

の
資
格
を
取
得
さ

れ
、
光
線
療
法

の
啓
蒙

・
普
及
活
動

に
携
わ

っ
て
い
る
先
生
方
を
ご
紹
介

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

（平
成
十
六
年

二
月
三
日
開
院
）

院
長

一
萩
　
一示
子
先
生

電
話

一
〇
五
四
五
‐‐六
●
十
一
八
〇
〇

住
所

¨
静
岡
県
富
士
市
本
市
場

九
―
五
　
田
中
ビ
ル

一
階

交
通

一
Ｊ
Ｒ
富
士
駅
徒
歩
十
五
分

一
言

一
友
人
の
紹
介
で
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
に
出
会
わ
せ
て
頂
き
、

六
年
に
な
り
ま
す
。
私
自
身
、

光
線
を
照
射
し
て
か
ら
と
て

も
体
調
が
よ
く
、
こ
ん
な
に

中 募 集 鐙

当協会の処たに賛月され、

サナモア光線療法の普及に

ご協力項ける方、治療院の

開業を検討なさりたい方は、

おF・nい合わせください

サナモア光線治療院

〒153-0063

東京都 目黒区 目黒 1-23-11
TEL (03)5759‐-3710
FAX (03)5759-… 3720

も
身
体
が
軽
く
な
る
も

の
か

と
驚
き
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ

い
だ

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
．
た
だ
、
こ
れ
ば
か
り

は
光
線
を
体
験
し
た
人
で
な

い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
す
Ｇ

誰
も
が
心
か
ら
願

っ
て
い
る

「
健
康
」

と

い
う
財
産
を
、

安
全
で
、
か

つ
、
こ
ん
な
に

も
自
然
な
形
か
ら
得
る

こ
と

が
で
き
る
サ
ナ
モ
ア
光
線
療

法
を
、　
一
人
で
も
多
く
の
方

に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

こ
の
度
、
自
宅
で
の
治
療
か

ら

一
歩
前
進
し
、
治
療
院
の

開
業
に
踏
み
切
る

こ
と
に
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

少
し
で
も
皆
様
の

「
幸
せ
」

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
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□
□
回
□
□

数
年
来
悩
ま
さ
れ
た
腰
痛
が

光
線
療
法
で
治

っ
た

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

一　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

症
例
　
５６
歳
　
男
性
　
会
社
員

症
状
　
数
年
前
か
ら
腰
痛
を
自
覚
し
、

近
医
整
形
外
科
に
て
腰
椎
椎
間
板

ヘ

ル

ニ
ア
と
診
断
さ
れ
、
牽
引
治
療
な

ど
を
受
け
て
き
た
が
、　
一
向
に
改
善

し
な
か

っ
た
。
二
年
前
、
今
ま
で
に

な
い
激
し
い
腰
痛
を
認
め
た
が
、
痛

み
は
徐
々
に
増
強
し
、
自
由
に
身
体

を
動
か
す
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
寝

返
り
さ
え
打

つ
こ
と
が
困
難
と
な

っ

た
．
医
師
か
ら
は
手
術
を
勧
め
ら
れ

た
が
、
姉
か
ら
光
線
療
法
を
紹
介
さ

れ
治
療
目
的
に
て
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン

で
、
足
一異
２０
分
、
膝
１０
分
、
腹
都
１０

分
、
背
部
１０
分
を
行

い
、
次
に
Ｂ
Ｂ

カ
ー
ボ

ン
で
、
腰
を
３０
分
照
射
し
て

か
ら
、
集
光
し
て
、
再
び
患
部

の
腰

を
２０
分
照
射
し
た
。
翌
日
か
ら
は
自

宅
治
療
を
開
始
。
腰
に
対
す
る
照
射

は
、
必
ず
朝
晩
二
回
行
う
こ
と
を
指

示
し
、
自
分
の
腰
痛
は
医
者
に
頼
ら

ず
自
分
で
治
す
く
ら
い
の
気
持
ち
を

も

っ
て
光
線
治
療
を
続
け
る
よ
う
に

説
明
し
た
。
　
一
週
間
後

に
痛

み
は

軽
く
な
り

、

二
週
間
過
ぎ
た
頃

に

は
靴
下
を
履
く

こ
と
も
痛
み
を
感

じ
ず

に
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。

さ

ら
に

一
か
月
後
、

い

つ
の
間

に

か
テ
ー
ブ
ル
に
手
を
付
か
ず

に
椅

子
か

ら
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き

る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と
に
気
が
付

く
。

開
始
か
ら
二
か

月
後

に
、
自

分
で
は
す

っ
か
り
治

っ
た
よ
う

に

思
い
ま
す
と
電
話
連
絡
を
頂

い
た

が
、

再
発
防
止

の
た
め

に
も
光
線

療
法
を
継
続
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

（丁
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
八
―
三
三
二
―

〓
一一五
ら

□
□
回
□
□

光
線
療
法
で
尿
管
結
石
の
排
石
に
成
功

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院
海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

症
例
　
５６
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
有

の
腰
か
ら
下
腹
部
に
か
け

て
痛
み
が
あ
る
と
の
相
談
を
電
話
で

受
け
、
ど
の
よ
う
に
光
線
を
照
射
し

た
ら
良
い
か
質
問
さ
れ
た
。
と
り
あ

え
ず
、
痛
み
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
の
組
み
合
わ
せ
に
て
、

〈
五
ペ
ー
ジ
に
続
く
〉

□
□
回
□
□

三
歳
女
児
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
が

光
線
療
法
で
軽
快

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

症
例
　
３
歳
　
女
児

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者

の
方

の
お

孫
さ
ん
。
以
前
か
ら
顔
以
外
の
全
身

に
湿
疹
が
で
て
い
た
が
、
掻
き
む
し

っ

て
し
ま
い
、
赤
く
腫
れ
あ
が
り
、
皮

膚
か
ら
滲
出
液
が
出
て
い
る
状
態
で

あ

っ
た
。
病
院
で
処
方
さ
れ
る
軟
膏

を
塗

っ
て
も
な
か
な
か
治
ら
ず
、
光

線
療
法
で
治
し
た
い
と
照
射
方
法
を

尋
ね
る
た
め
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
を
始
め
る
に
当
た

り
、
軟
膏

の
塗
布
は
中
止
す
る
よ
う

指
示
．
治
療
は
Ａ
Ａ
カ
ー
ボ
ン
に
て
、

足
裏
、
足
関
節
、
膝
、
膝
裏
、
腹
部
、

山
崎
　
い
く
子
氏
報
告

腰
部
、
背
部
を
照
射
し
、
次
に
第

一

集
光
器
を
使
用
し
て
、
肘
と
肘

の
内

側
を
各
１０
分
照
射
す
る
こ
と
。
特
に

痒
み
の
強
い
患
部
は
、
痒
み
が
止
ま

る
ま
で
照
射
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。

二
週
間
後
に
電
話
で
、
症
状
が
軽
い

患
部
は
、
痒
み
も
止
ま
り
、
掻
き
む

し
ら
な
い
の
で
滲
出
液
も
出
な
く
な

り
、
正
常
な
皮
膚
に
戻

っ
た
が
、
症

状
が
重
い
患
部
は
痒
み
が
な
か
な
か

止
ま
ら
な
い
の
で
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
と
の
質
問
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、

カ
ー
ボ

ン
を
Ａ
Ｃ
の
組
み
合
わ
せ
に

変
更
し
、
照
射
を
続
け
る
よ
う
指
示

し
た
と
こ
ろ
、
数
か
月
後
に
は
ほ
と

ん
ど
完
治
し
、
き
れ
い
な
肌
を
取
り

戻
す
ま
で
に
回
復
し
た
っ
最
近
、
小

学
校
の
高
学
年
に
な

っ
た
そ
の
子
と

母
親
が

一
緒
に
来
所
さ
れ
、
あ
れ
以

来
、
皮
膚
の
状
態
は
非
常
に
良
好
で
、

再
発
す
る
こ
と
も
な
く
、
き
れ
い
な

皮
膚
に
な

っ
て
心
身
と
も
に
健
康
そ

の
も

の
だ
と
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
姿

が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

（丁ＥＬＯ九二Λ　一〔一‐‐一̈
一一
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Λ
四
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
ｖ

患
部
で
あ
る
有
腰
部
と
有
下
腹
部
を

痛
み
が
軽
く
な
る
ま
で
照
射
し
、
痛

み
が
落
ち
着
い
た
ら
病
院
で
精
密
検

査
を
受
け
る
よ
う
指
示
し
た
。

療
法
経
過
　
数

日
後
に
患
者
か
ら
電

話
で
連
絡
を
受
け
た
が
、
病
院
で
は
医

師
に
、
有
の
尿
管
結
石
と
診
断
さ
れ
、

場
合
に
よ

っ
て
は
、
手
術
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
ｃ
病
名
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ

れ
な
ら
、
さ
ら
に
患
部
で
あ
る
有
腰
部
か

ら
石
下
腹
部
を
中
心
に
光
線
療
法
を
続

け
、
痛
み
が
完
全
に
消
失
し
た
ら
、
再
度
、

病
院
で
検
査
を
受
け
る
よ
う
指
示
し
た
。

患
者
も
で
き
れ
ば
手
術
を
避
け
た
い

一

心
で
、
連
日
、
光
線
治
療
を
続
け
た
と

こ
ろ
、
数
日
後
の
再
検
査
の
結
果
で
、

困
□
□
□

潰
瘍
性
大
腸
炎
を
光
線
療
法
で
治
し
ま
し
た

江
　
山
　
士
心　
保
様

（２５
歳
）
報
告

元
々
、
腸
が
弱
く
、
す
ぐ
下
痢
を

す
る
体
質
で
し
た
が
、
三
年
ほ
ど
前

に
、
激
し
い
腹
痛
と
下
血
、
粘
液
便

の
症
状
が
出
ま
し
た
。
病
院
で
検
査

し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
入
院
と
な
り
、

点
滴
を
開
始
、
食
事
も

エ
レ
ン
タ
ー

ル

（経
腸
栄
養
剤
）
と
お
粥
に
な
り

ま
し
た
。
下
痢
が
ひ
ど
く
、　
一
日
に

１０
回
以
上
ト
イ
レ
に
駆
け
込
ん
で
い

ま
し
た
。
人
院
し
て
い
て
も
、
医
者

か
ら
は
治
ら
な
い
病
気
だ
か
ら
安
静

に
し
て
う
ま
く
こ
の
病
気
と
共
存
じ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
か
言
わ
れ

ず
、
治
療
法
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。　
一
向
に
良
く

な
ら
ず
に
悩
ん
で
い
る
時
に
、
知
人

か
ら
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
で
こ
の
病

気
が
治

っ
た
人
が
い
る
と
い
う
話
を

聞
き
、
ど
う
せ
医
者
か
ら
は
治
ら
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
だ
し
と
考

え
、
病
気
は
改
善

の
兆
し
さ
え
見
ら

れ
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
一

か
月
で
退
院
し
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
大
学
生
で
し
た
が
、

授
業
中
も
激
し
い
腹
痛
が
お

こ
る
の

で
、
出
席
も
危
う
く
、
ま
た
外
食
、

医
師
か
ら
、

尿
管
結
石
は
認
め
ら
れ

な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
尿
道
か
ら
排

石
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
と
の
説
明
を
受

け
た
。
後
日
、
当
院

に
報
告
を
兼
ね

来
所
さ
れ
た
が
、
今
後

の
再
発
予
防

の
た
め

に
も
光
線
治
療
を
行

っ
た
。

最
初
に
左
側
臥
位
と
し
、

Ａ
Ｂ
カ
ー

ボ

ン
に
て
、
大
臀
筋
と
有
腰
部
、
顔
、

膝

に
１５
分
、
次
い
で
後
頭
部
、
有
下

と
り
わ
け
油
が
全
く
摂
れ
な
い
た
め
、

エ
レ
ン
タ
ー
ル
と
い
う
流
動
食
を
水

筒
に
入
れ
て
通
い
ま
し
た
。
退
院
と

同
時
に
あ
さ
か
治
療
院
で
光
線
療
法

を
始
め
ま
し
た
が
、　
一
時
悪
化
し
粘

液

の
量
が
増
え
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
こ
の
治
療
し
か
な
い
と
思

い
、
が
ん
ば

っ
て
通
い
続
け
て
い
る

う
ち
に
良
く
な

っ
て
く
る

の
を
感
じ

ま
し
た
。
半
年
ほ
ど
で
体
調
も
良
く

な
り
、
外
食
で
う
ど
ん
が
食
べ
ら
れ

る
程
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
何

の
制
限
も
な
く
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
昨
年
は
ス
ペ
イ
ン
ヘ
ー５
日
間

の
旅
行
に
行
け
ま
し
た
。

後
に
父
の
知
り
合
い
の
お
子
さ
ん

で
、
小
学
六
年
生
の
男
の
子
が
同
じ

病
気
だ

っ
た
そ
う
で
、
大
腸
を
全
て

枯
＝
じ
こ

ヽ
」
奪
糾
い

」の
煙
否
一発
病

か
ら
数
年
で
多
く
の
人
が
大
腸
を
摘

出
す
る
と
医
者
に
説
明
さ
れ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ぞ

っ
と
し
ま
し
た
。

腹
部
、
足
一裏
に
１５
分
照
射
。
そ
の
後

仰
臥
位
で
、
左
腰
部
と
石
膝
に
１５
分
、

有
腰
部
と
左
膝
に
１５
分
の
照
射
を
行

い
、
治
療
を
終
了
し
た
。
患
者
は
と

て
も
気
持
ち
良
か

っ
た
と
言
い
、
安

心
し
て
帰
宅
し
た
が
、
現
在
は
光
線

療
法
を
健
康
法
と
し
て
愛
用
さ
れ
、

家
族
皆
で
大
変
喜
ん
で
い
る
。

（Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七
）

ロ
ー

ン
病
と
潰
瘍
性
大
腸
炎
」
と
い

う
講
座
が
開
か
れ
、
聞
き

に
行
き
ま

し
た
が
、
あ
ま
り

に
も
多
く

の
若
者

が
ク

ロ
ー
ン
病
や
潰
瘍
性
大
腸
炎
で

苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

エ
レ
ン
タ
ー
ル
を
水
筒
に
入
れ
て
持

ち
歩
き
、
オ
ム
ツ
を
し
、
お
い
し
い

食
事
も
楽
し
め
ず
に
生
活
し
て
い
る

こ
と
を
思
い
、
胸
を
痛
め
ま
し
た
。
｝
」

の
若
者
達
に
な
ん
と
か
普
通
の
生
活

を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
気
持
ち

で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
体
験
談

の
女
性

は
、
そ

の
後
も
寛
解
状
態
が
続

い
て

お
り
、
大
好
き
な
食
事
を
何

で
も
食

べ
て
、
す

っ
か
り
元
気

に
な

っ
て
い

ま
す
。亀
重
な
量
も

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は

５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定

で
き
、
時
間
に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ

ン
ト

で
き
る
サ
ナ

モ

ア
カ
ー
ボ

ン
を

つ
な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的

に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
。

な
お
は

つ
ら

つ
さ
ん

ご
使
用

の

際

に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
ジ

ョ
イ
ン

ト
カ

ー
ボ
ン
以
外

の
カ

ー
ボ
ン
は

絶
対

に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

使
用
上

の
注
意
は
、
「
は

つ
ら

つ
さ

ん
取
扱
説
明
書
」
を

ご
覧
下
さ
い
。

麻
生
律
子
光
線
治
療
師
よ
り

一
言

潰
瘍
性
大
腸
炎
は
、
〓目
少
年
期
に

多
い
疾
患
で
厚
生
省
特
定
疾
患

（原

因
不
明
の
難
病
）
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
十
五
年
二
月
に
、
炎
症

性
腸
疾
患
市
民
講
座
「
集
ま
れ
―
ク

サ
ナ

モ
ア
は
カ
ー
ボ

ン
の
芯
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も

効
果

の
あ
る

ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る

正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式

の
サ
ナ

モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間

の
照
射

に

は

ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全
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サ
ナ
モ
ア
で
排
尿
が

ス
ム
ー
ズ
に
な

っ
た

神
奈
川
県
　
江

副

　

力
様

昨
年

の
十
月
、
私
は
前
立
腺
肥
大

と
診
断
さ
れ
て
家
に
帰
り
、
病
院
で

も
ら

っ
て
き
た
薬
を
飲
ん
だ
の
で
す

が
、
思
う
よ
う
に
尿
は
出
ず
、
苦
し

く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ふ

と
思
い
出
し
た

の
が
、
以
前
購
入
し

た
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
で
し
た
。

急
い
で
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
で
患
部
に

３０
分
く
ら
い
光
線
を
照
射
し
た
と
こ

ろ
、
急
に
尿
が
出
始
め
楽
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
後
日
、
病
院
で
行

っ

た
血
液
検
査
で
、
前
立
腺
癌

の
腫
瘍

マ
ー
カ
ー

（Ｐ
Ｓ
Ａ
）
が
、
正
常
で

は
４

（
ｒ
ク

耐
）
以
下
の
と
こ
ろ
、

・５
と
高
い
値
を
呈
し
て
お
り
、
今
後
、

癌
の
検
査
も
必
要
だ
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
癌

の
検
査
ま
で
二
週

間
あ

っ
た

の
で
、

患

部

に

Ｂ
Ｄ
カ

ー
ボ

ン
で
毎
日
３０
分
照
射
し
た
と
こ

ろ
、
前
立
腺
の
精
密
検
査

の
結
果
、

ど
こ
に
も
悪
性
所
見
は
認
め
な
い
と

い
う
結
果
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
ん

な
に
嬉
し
か

っ
た
こ
と
は
初
め
て
で

し
た
。サ

ナ

モ
ア
さ
ん

あ
り
が
と
う

神
戸
市
　
戎
　
　
　
繁
様

私
は
昭
和
六
十

三
年
よ
リ
サ
ナ
モ

ア
と
仲
良
く
し
て
お
り
ま
す
。　
一
昨

年
七
月
よ
り
左
足
の
膝
が
痛
く
な
り

整
形
外
科
で
診
察
し
て
頂
い
た
結
果
、

半
月
板
が
傷
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
、

し
ば
ら
く
通
院
し
て
治
療
を
受
け
た

の
で
す
が

一
向
に
良
く
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
毎
日
朝
晩
二
回
、

Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
で
１０
分
ず

つ
膝
を
前

後
か
ら
照
射
し
た
と
こ
ろ
、
今
で
は

す

っ
か
り
良
く
な
り
あ
ん
な
に
歩
く

の
が
不
自
由
だ

っ
た
の
が
嘘
の
よ
う

で
す
。
今
で
は
走

っ
て
バ
ス
に
乗
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
当

に
サ
ナ
モ
ア
な
れ
ば
こ
そ
と
感
謝

の

気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
頃
で
は
、
毎
日
欠
か
さ
ず
に
基

本
照
射
を
続
け
て
お
り
、
か
ぜ
も
ひ

か
ず
に
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
今
で
は
家
族
全
員
が
、
風
邪

や

け

が

な

ど
様

々
な

こ
と

に
対

し

て
、
サ
ナ
モ
ア
を
照
射
し
て
い
ま
す

が
、
良
い
結
果
を
得
て
感
謝
感
謝

の

毎
日
で
す
。
ま
た
娘

の
家
に
も
生
家

の
田
舎
に
も
サ
ナ
モ
ア
を
買

っ
て
あ

げ

、

大
変

喜

ん

で
も

ら

っ
て

い
ま

す
。
本
当
に
サ
ナ
モ
ア
さ
ん
あ
り
が

と
う
。「

掏
列
印
刷
劉
口

」一〔〔は裁れわⅥ筆い」な」

却
”
を
体
験
し
た
体
験
記
ほ
ど
説
得

藤
獣
力
の
あ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
願
い
い

猟庁
， い０」に脚訳́
れ送”
ぐ

げ

き
凱
い
細
引
劇
先
一

＋
′
た
し
ま
す
。

ぽ
縣

睡
」

…

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）


